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コース概要

消化器内科消化器内科消化器内科消化器内科専攻専攻専攻専攻コースコースコースコース

【【【【プログラムプログラムプログラムプログラムのののの目的目的目的目的とととと特色特色特色特色】】】】

本プログラムは消化器内科医として必要な技術と専門知識を習得す

るのみならず、医療人として必要な基本姿勢・態度を身につけ、医療

倫理をわきまえ人権を尊重し、人間性に富む良い医療を行える医師

を育成することを目的とする。

当院は救命救急センターを有する北和地区の基幹病院であり、高度

で専門的な医療を要する患者が集まってくるため、数多くの消化器疾

患を経験することが可能である。また、腹部救急疾患（消化管出血・

急性腹症）を積極的に受け入れており、慢性疾患だけでなく救急疾患

の対応も習得可能である。

【【【【研修内容研修内容研修内容研修内容とととと到達目標到達目標到達目標到達目標】】】】

後期後期後期後期1111年次年次年次年次

指導医のもと一人で主治医となり、さまざまな種類の消化器疾患患者を受け持ち消化器疾患全般にわたる病態生

理と診断・治療を理解する。また、上部消化管内視鏡、腹部超音波検査を習得し、ERCP・EIS・ESD・RFAなど専

門的検査・治療においては助手となり各手技をサポートしながら理解を深める。また、消化管出血・急性腹症など

救急患者への処置にも助手となり消化器救急疾患の初期対応を学ぶ。外来においては、週1回の初診外来を指

導医とともに担当し診断技術・患者への接し方につき学ぶ。NST回診や外来化学療法にもたずさわる。症例報告

として学会発表を行い、論文化する（1～2年の間）。

後期後期後期後期2222年次年次年次年次

上部消化管に加え下部消化管内視鏡も習得し、ポリープの内視鏡的切除術も経験する。特に消化管出血（特に上

部）に対する内視鏡的止血には積極的に参加し、その手技の習得に努める。また、肝生検についても指導医のも

と助手からスタートし、穿刺までの手技を習得する。各種専門的検査・治療（ERCP・EIS・RFAなど）については介

助しながら、指導医のもと手技を部分的に経験する。病棟においては、検査計画や治療方針を自分で組み立て、

診断・治療を行う能力を養う。

後期後期後期後期3333年次年次年次年次

検査・治療手技としては上記手技をさらに習熟した上で、超音波内視鏡、ERCP、エコーガイド下腫瘍生検、RFA

などを介助あるいは自らが実施する。また、初期研修医の指導的立場になり上級指導医とともに、教育にもたずさ

わる。

【【【【週間週間週間週間スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール】】】】

下部消化管内視鏡，RFA，PEIT病棟金

NST回診，新入院＆消化器カンファレンス初診外来（指導医のもと）木

病棟腹部超音波検査水

ESD，ERCP，EIS，RFA，生検など上部内視鏡 EUS火

部長回診,病棟上部内視鏡月

午後午前
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【【【【平成平成平成平成22222222年年年年 消化器内科診療実績消化器内科診療実績消化器内科診療実績消化器内科診療実績 】】】】

上部消化管上部消化管上部消化管上部消化管 下部消化管下部消化管下部消化管下部消化管

膵胆道膵胆道膵胆道膵胆道

肝癌治療肝癌治療肝癌治療肝癌治療 超音波超音波超音波超音波

CCCC型肝炎型肝炎型肝炎型肝炎

【【【【指導医指導医指導医指導医 】】】】

【【【【取得可能取得可能取得可能取得可能なななな認定医認定医認定医認定医・・・・専門医専門医専門医専門医】】】】

日本内科学会認定医

日本消化器病学会専門医

日本消化器内視鏡学会専門医

【【【【学会認定学会認定学会認定学会認定・・・・施設施設施設施設】】】】

日本内科学会認定医制度教育病院

日本消化器病学会認定施設

日本消化器内視鏡学会認定指導施設

件数術名・検査名

5小腸ファイバー（シングルバルーン）

35緊急内視鏡（止血術をを含む）

61食道静脈瘤硬化療法

20食道静脈瘤結紮術

63（うち食道5）内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）

6内視鏡的粘膜切除術（EMR）

111超音波内視鏡検査（EUS）

2545上部消化管内視鏡
件数術名・検査名

383大腸ポリペクトミー（消化器外科共同）

1032（SCF 449、
TCF 583）

大腸ファイバー（消化器外科共同）

件数術名・検査名

111ERCP（治療）

42ERCP（検査）

件数術名・検査名

45肝生検

3521腹部エコー（消化器外科共同）

件数術名・検査名

6分子標的療法

19（うちリザーバー留
置14）

動注化学療法

48（RFA 39、PEIT 9）局所療法

98肝動脈化学塞栓術（TACE）

消化器疾患、消化器内視鏡
日本内科学会、日本消化器病学会、日本消化器内視鏡学会、日本肝臓学
会

平 18医員神戸 大介

消化器疾患、消化器内視鏡
日本内科学会、日本消化器病学会、日本消化器内視鏡学会、日本肝臓学
会

平 19医員澤田 保彦

消化器疾患、消化管の内視
鏡治療

日本内科学会認定医、日本消化器内視鏡学会専門医平 14医長永松 晋作

才川 宗一郎

松尾 英城

中谷 敏也

菊池 英亮

医師名

医員

医長

部長

副院長

役職

消化器疾患、消化管の内視
鏡治療

日本内科学会、日本消化器病学会、日本消化器内視鏡学会、日本肝臓学
会

平 19

胃癌の内視鏡治療、消化器
疾患、消化器内視鏡

日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医、日本消化器内視鏡学会
専門医、日本肝臓学会

平 8

消化管の内視鏡治療、超音
波ガイド下肝腫瘍治療、消
化器疾患

日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医・指導医、日本消化器内視
鏡学会専門医・指導医、日本肝臓学会専門医、糖尿病療養指導医、臨床研
修医指導者講習会受講済み、日本がん治療暫定教育医

昭 62

消化器疾患、肝疾患
日本内科学会認定医、日本消化器病学会専門医・指導医、日本消化器内視
鏡学会専門医・指導医、日本肝臓学会専門医、糖尿病療養指導医、臨床研
修医指導者講習会受講済み

昭 56

専門領域所属学会・資格等
医師資格
取得年

件数術名・検査名

16インターフェロン療法


